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鹿児島の動物35 晩秋のバードウォッチング入門
動物担当 山元 幸夫

出水平野に「冬の使者」の第一陣が舞い

降りました。いよいよ，秋は終盤へと向か

います。すでに夏鳥の多くは南の国へ旅立

ち，替わって北の国から鹿児島で越冬する

ために多くの冬鳥がやってきました。また，

渡りの途中で一時的に鹿児島に立ち寄った

旅鳥の姿も見られます。晩秋のバードウォ

ッチングの楽しみは，半年ぶりに帰ってき

た冬鳥や，期間限定の旅鳥たちとの出会い

にあります。さあ，双眼鏡と図鑑を携えて，

バードウォッチングに出かけましょう。

(1) じっくり見られる「水辺」の野鳥

池や河口・干潟などの水辺では,同じ場所

で同時に多くの種類の野鳥を観察できます。

しかも，エサ採りや羽づくろいなど，いろい

ろな行動もじっくり観察できるので，バード

ウォッチングを始めるには最適の場所です。

特にカモ類は種類が多く，カルガモ，マガモ、

ヒドリガモ，コガモ，オナガガモなどは普通

に 見 ら れ ま す 。

ま た ， 場 所 に よ

っ て は ハ シ ビ ロ

ガモ，ヨシガモ，

オ カ ヨ シ ガ モ な

ども見られます。

カ モ 類 の 雌 は ど

の種もよく似てい オナガガモの雌（左）雄（右）

て識別は難しいですが，体の大きさ，羽の色

や模様，くちばしの色など，細かく図鑑と見

比べながら名前を調べてみましょう。自分で

調べて名前が分かったときの喜びは，何にも

代え難いものがあります。水辺での観察では，

鳥に近づけないことが多いので双眼鏡の他に

望遠鏡があれば便利です。

(2) 探しやすい「農耕地」の野鳥

田んぼや畑などの農耕地でも多くの野鳥

が見られます。しかも，見晴らしが良いので

探しやすいのです。ハクセキレイ，タヒバリ，

ア マ サ ギ ， タ ゲ

リ ， ヒ バ リ ， カ

ワ ラ ヒ ワ ， ミ ヤ

マ ガ ラ ス な ど は

普 通 に 見 ら れ ま

す 。 ミ ヤ マ ガ ラ

スの大群の中に,

しばしば白黒模様 コクマルガラス

のコクマルガラスが混じっていることがあり

ます。また，農耕地ではチョウゲンボウ，コ

チョウゲンボウ，ハヤブサ，ノスリ，チュウ

ヒなど，憧れの猛禽と出会える楽しみがあり

ます。運が良ければ，エサを捕獲する場面が

見られるかもし

れません。猛禽

類は数が少なく，

年によって飛来

状況も異なるの

で情報を入手し

てから行くのが

得策です。 チョウゲンボウ(若い雄)

(3) 待ち伏せして見る「林や森」の野鳥

見晴らしが悪い林や森で，鳥を見る方法の

１つは，実のなっている木の所で待つことで

す。エサが乏しくなる晩秋から冬にかけては

特に有効な方法です。野鳥は熟したハナミズ

キ,マユミ，クロ

ガネモチなどの

赤い実や，カラ

スザンショウ，

ハゼノキ，ネズ

ミモチ，クスノ

キなどの黒い実

を好んで食べます。 アカハラ(雄)

このような実がなる木には，ヒヨドリやメジ

ロ，キジバト，ツグミ，シロハラなど多くの

野鳥が集まってきます。中でも，10月下旬か

ら11月中旬にかけては，カラスザンショウの

木にやってくるムギマキ，アカハラ，マミチ

ャジナイ，マミジロなどの旅鳥たちと，この

時期限定の短い出会いを楽しめます。

以 上 ， バ ー ド

ウ ォ ッ チ ン グ の

代 表 的 な 対 象 種

と 場 所 を 紹 介 し

て き ま し た が ，

何 も こ れ に こ だ

わ る 必 要 は あ り

ません。街中の公 ジョウビタキ(雄)

園でもメジロ，コゲラ，シジュウカラ，エナ

ガなどの留鳥やハクセキレイ，ジョウビタキ

などの冬鳥がよく見られます。冬鳥はこれか

ら春先まで滞在するので，是非，散歩がてら

にバードウォッチングを楽しんでください。


